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　　　　　　　天文用語に關する私見の

　　　　　　　　　　（特に野尻氏の女に答へて一iii）

　　　　　　　　　　　　　山　本　一　清

　星の名のためのギリシャ文字につv・て（再説）

　西暦1603年のバイエル著のUranometria中に用ゐられた各星座の星々の符

號をギリシャ文字に當てはめて，αβγδ＿．＿等と呼ぶことは，今一般の天

文離界に用ゐられてるる．裁って論れを成るべく歪めすに我が邦語言睾の星に

も取り入れるといふことは，一夏，誰

でも考へる所で，まことに尤もな話で

ある。

　ところが，自分は，此の問題につい

て，十五年前に天文同：好會を創立した

最：初から特別な考慮を梯ってみるもの

である．そもそもギリシャ文字とい

ふものは欧米人にとっては両統的にも

古典的にも或る種の親しみのあるもの

であるけれど，吾々東洋人に取っては

全くのエ1・ランジエであるのが普通で

ある，文字の形も，獲音も其の順番も，

皆，今の吾々には，天文學を修める時

以外には不必要なものである．尤も，

数歯を脅つたり，其の他，或る特別な

方面には，ギリシャ文字の或る選ばれ

たる少撒のものに親しむ機會は吾人に

もある．例へば，αβγ等の如き，融ン

の如き，ξηξの如き，しかし此等は甚

ギ．リシや字嚢音略して
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だ断片的に畳えるに止まり，決してαからωからを全部知得する必要はな
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いのであるし，爾ほ其の文字の順序などを箆えることは全く要らないのであ

る．ところが本格的な天文學に於V・ては，ギリシャ文字を，其の形と磯音と

順番とについて完全に知ることを要求されるのであるが，之れは一般の東洋

人にとっては實に重大なる負澹であって，天文學の趣味を樂しまうとする純

なアマチ＝アたちに負はせるべく籐りに氣の毒な荷物と言はねばならない・

何とかして此の重荷を一般人士が負はすに濟むか，又は少なくとも荷の重さ

を輕くする工夫をしなければならない。

　それに，今一つ考ふべきことは，バイエルを初め欧米人たちが，‘‘字列と

してのギリシャ文字”を如何なる心持ちで昔も今も使用するかと言ふ瓢で

ある・甑に識者の知ってみる如く，ギリシャの古代以來，彼國やロ1マtcは

敷高といふものが無かったのであって，三ってアラビヤ二字のやうなものが

近世には数北界にひろく用ゐられるやうになったのであるが，其れまでは，

二二ではギリシャ文字を其のま、数字の代用にも用ゐ，例へば

　123456789ユ02030405060708090100200300400500｛100700800の代bに

　crβγδε”ζηθexλy　vξ・π9　P　σ　τ　v　φ　x　中　ωを用ゐ7こ

のである．三って，バイエルが三百年前，星の各itにαβγ＿．．．の文字を附

したのも，決して之れは各星に“アルファ，べ1タ，ガンマ”等とV・ふ呼

び名を與へる積りではなかったのであって，躍に1番2番3番＿＿と言った

やうな二三を與へるつもりで，只，古來用みてみたギリシャ文字を符號

（Designation）として附したのである．くり返して言ふが，決して回れは星

の名（Name＞ではないのである．　Siriusとか，　Aldebaranとか，牽牛とか織

女とかこそ本四に，星の名と言ふべきものであるのだが，αβγ．．＿等は星の

符號に過ぎない．

　こういふ風に考へて見ると，吾々日本人が西洋天文學の課文中にαβγ……

を如何に取り扱はうかについては，可なり自由な心持ちで，其の本來の目的

に添ふやうに考へなければならなV・。上述した如く，αβγ＿＿は星の符號で

あるのだから，最も二軍に，囚はれない態度よりすれば，αβγ＿＿代りに

イロハ＿＿でも，叉はアイウエオ＿＿でも好いわけなのである．現に此うし

たイロハ＿＿の流儀を二二してみる人さへある，
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　しかし，自分は思ふに，吾々は此のαβγ．．＿の問題の場合には，何と言

っても，やはり昂る種の繹文とか繹語とかを考へる態度でなければならな

い．何となれば，各星座の星に符號を附けるとV・ふことはバイエルに初まる

のであって，其の形式を今吾々は日本語として模倣しやうとするのである

から，詳語の問題に違ひないわけである．して見ると，いっかも述べた通り，

およそ鐸語義文の哲學から言って，其の最上乗なるものは，識者が見た揚合

に，二二から直ちに共の原語を想起することの容易なものであるべきであ

る．此の見地から考へると，αβγ＿一の代りに，イロハ……や，アイウエオ

＿＿
�gふよりも，むしろ

　アベガデエプゼエ1．．＿．．．＿＿．

といふ略字を探略するのが好い，此の流儀の良い黙は

　　1）登音が簡軍で，初めての人にも豊え易く，眞に“符號’としての目的に添ふ

　　　　ものであること・

　　2）識者には直ちに原語CtβYδ・一＿を聯想日蔭させること・

　　3）初めアベガデ＿．．．のみを學んだ者が後日に姻γδ．．，＿の原語を直接に學ぶ場

　　　　合に趣めて容易で，勢苦を新たにする必要なきこと・

等々，実用的にも教育的にも滴れが頗る利便多いものであること明らかであ

る．

　天文を樂しまんとして不必要な二三を増すことのなV・やうに工夫して置く

ことは，ギリシャ文字の揚合のみに限らす，他の多くの揚合にも，吾人は李

生から大衆教育の見：地から考へて呂くべき責任を感ずるものである．

　之れと同じやうな問題として，自分は今一つ李常から考へ，且つ考へてる

ることはロ1マ敷字の二合である．一ロ1マ籔字とV・ふものは，吾々東洋

人には，やはり，昔しから殆んど親しみの無いものであるが，・只，ロマ法

王の制令が出て四二，数百年前から，西洋式の時計の文字盤の上にのみ多少

のなじみを感じてみるものである．それも1からXIIまでのものに限られて

みたのは衆知のことである．しかるに，最近年間の世界の動きといふものは

面白いもので，西洋でさへ此の・マ数字を忌むのをおっくうに思ふやう1τな

ったらしく，此頃作られる大小の時計文字盤は殆んど全部が1から12までア

ラビヤ十字が書かれることになって了つた．写れが，理屈を超越した世の實
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際の動向といふものであらう．こうした時代に，何の理由によって，世に逆

行した態度で，吾々がロマ数字を敢て使ふのであるか！？自分は計うした時

代には吾々ば世に牽凝してロマ敷字の如き時代おくれのものを成るべく用み

ないやうに心得るべきであると思ぴ，之れの徹底を期してみる．

　尤も，自分は一面に於いてやはり古典的文化をなつかしむ心から，世界が

永く使ひ古して來た時計面のロマ数字にtt　一種の親しみを感じるものであっ

て，上．述の如き時世の動きとは言へ，近年の時計面がアラビヤ敏字を用みる

やうになったのを，現代の無智者が古典を揉瑚したやうに感じて，今も倫ほ

憤激を禁じ得ない．時計面の文字は實は決して讃むためのものではなく，只

其の位置を示すに止まるだけであるから，どんな符號だつて，構はなv・ので

あるし，叉，時計面の文字は1からXIIまでに限極せられ，決して其れ以上

に及ばない．たとひ之れを星圖の面に櫃張して1からXXIVまで書き井べた

としても實に少激の限られた範團に過ぎないから，之れだけならば敢へて差

支へないと思ふ．しかしながら，・マ数字を百や千や萬等の揚合にも用みる

ことを敢へてし，むやみにCLXXVだの，　MMCCCXVIIIだの言ったやう

な二字を文章の中に混じることは自分としては好まない・同時に，年月日を

書く揚合に，1935XI　28等と書くことも自分は好まなv・．年月日の揚合に，

月は敷で敷へるものでなく，只それが何々といふL名■の月であるとV・ふ風に

解すべきだと思ふものだから．自分は多くの揚合は1935年十月28日といふ

風に書く．即ち，年数と日激とは激へた数字であり，月は数字でなくて，名

であるとVOふのが自分の立前であるのである．

　護者よ，論が甚だデリケ1トで，筆に書き墨し難い黙が多V・，何卒，意の

ある所を判讃して貰ひたい．しかし批評は，喜んで受ける．　　（つづ⇔

今年の秋こそ天女害を讃みませう．一

　　山本博士著L標準天文鯉は金風事務所へ丙申込み下さい．


